
｜

本
書
は
そ
の
書
名
が
示
す
如
く
、
ご
砂
の
ロ
ｇ
且
冒
（
世
親
）
の
七
つ
の

著
作
、
す
な
わ
ち
『
論
軌
（
ぐ
目
色
く
ぼ
ｇ
』
、
「
五
瀧
論
弓
自
８
ｍ
冨
口
‐

目
ｇ
Ｈ
烏
胃
。
ｇ
）
』
、
『
成
業
論
負
胃
目
四
の
屋
号
巷
国
富
目
目
）
』
、
『
唯
識

二
十
論
（
ぐ
旨
閏
陣
圃
園
国
風
〔
ぐ
料
昌
）
』
、
『
唯
識
三
十
頌
（
門
村
冒
陛
圃
‐

圃
威
園
）
」
、
「
中
辺
分
別
論
（
旨
且
ご
習
国
く
ぎ
目
的
：
園
当
ｐ
）
』
、
『
三
性

論
角
風
叩
く
：
目
ぐ
四
日
日
①
笛
）
』
の
翻
訳
（
英
訳
）
・
を
中
心
と
す
る
。
目

次
に
よ
っ
て
本
書
の
構
成
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

宇
○
①
口
①
Ｈ
己
胃
ロ
茸
○
ロ
ロ
ｏ
陣
○
口
や
』

弓
ぐ
ゅ
ｍ
ロ
ゴ
四
ロ
ロ
ロ
ロ
》
国
肘
伊
罵
①
四
目
Ｑ
臼
員
ロ
①
印
ｐ
司

冒
“
シ
旨
鼻
ｐ
Ｏ
Ｑ
さ
Ｈ
シ
侭
ロ
日
①
ロ
賦
武
○
口
（
ぐ
脚
。
①
ぐ
薗
巨
）
や
忠

乏
．
澤
口
尉
○
巨
閉
桿
○
ロ
具
合
声
①
働
く
①
シ
、
喝
①
、
④
訂
の
（
、
④
画
ｏ
ｐ
ｍ
丙
色
ロ
！

●
ぽ
ゆ
も
門
四
丙
四
尉
四
昼
④
）
己
。
心
④

三
・
毎
口
厨
。
ロ
め
望
○
口
皆
Ｈ
計
画
①
ロ
①
目
Ｏ
ｐ
ｍ
芽
ゅ
蝕
○
昌
昌
缶
○
は
○
国

魚
肉
Ｐ
Ｈ
Ｈ
ｐ
色
巴
Ｑ
Ｑ
ぽ
営
己
Ｈ
四
戸
四
目
四
個
抄
）
や
．
⑭
四

宮
．
日
ぽ
①
円
君
①
ロ
オ
『
ぐ
①
叶
い
①
の
④
ロ
凸
寸
ロ
①
茸
○
○
日
目
①
口
薗
目
曽
‐
″

へ
ぐ
跨
日
の
鼻
涛
馴
丙
脚
Ｈ
涛
脚
「
ぐ
風
蝕
二
や
厨
司

／

ｆ
ａ
ｋ
、

の
尉
註
ロ
シ
ロ
砂
の
丙
①
罰

、
①
ぐ
①
画
与
ご
貝
丙
の
具
ぐ
尉
巨
ず
曽
己
ぽ
ロ

ー
目
胃
国
口
目
巨
鴛
吋
喝
呂
巳
○
四
ｏ
巴
ｂ
Ｏ
ｏ
５
Ｈ
ｌ

兵
藤
一
夫

言
“
目
医
①
目
匡
Ｈ
辱
く
①
厨
の
、
（
日
Ｈ
旨
品
時
画
尻
目
時
９
勺
胃
壁

言
．
○
○
日
目
①
ロ
３
昌
○
口
昏
①
の
名
目
四
茸
○
口
９
９
①
冒
拭
巳
①

陣
○
自
国
ｘ
茸
①
ｇ
①
の
（
昌
四
ロ
ロ
望
倒
口
詐
Ｐ
く
ぎ
ぽ
ぃ
、
ゆ
ず
ぽ
勤
切
望
四
）
や
岸
や
』

只
酬
月
面
①
月
①
四
○
ぽ
冒
餉
具
詐
面
①
目
彦
Ｈ
①
①
○
急
口
さ
①
冒
鴨
（
日
風
切
ぐ
甲

ず
ぽ
働
く
④
目
胃
。
①
の
四
）
己
．
画
唖
『

、

×
・
の
ざ
閉
閏
国
曾
ロ
ロ
旨
Ｑ
Ｑ
〆
具
〆
①
『
日
日
目
品
（
同
ロ
哩
爾
ロ
‐

の
伊
ロ
．
の
丙
猯
芹
‐
日
号
①
寸
秒
ロ
）
や
国
の
④

酉
。
シ
ｂ
ｂ
①
ロ
島
ｘ
坐
の
四
目
骨
Ｈ
詳
日
①
凶
討
や
と
い

雪
．
切
号
犀
○
四
四
℃
ぽ
国
ｐ
吟
亀

〆
弓
胃
己
。
①
ｘ
９
句
Ｈ
ｏ
ｂ
①
Ｈ
ｚ
四
日
①
の
や
』
認

閏
三
．
⑦
①
ロ
①
Ｈ
巴
胃
口
旦
①
ｘ
や
吟
筥

Ⅲ
１
１
Ⅸ
章
は
そ
れ
ぞ
れ
が
序
論
と
翻
訳
と
註
記
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

著
者
に
関
し
て
筆
者
は
知
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。
紹
介
記
事
な
ど
に
依

れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
著
者
陣
①
旨
〕
シ
ロ
④
烏
①
Ｈ
は
ス
イ
ス
人
を
両

親
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
生
ま
れ
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
で
砲
ロ
ロ
．
を

取
得
し
て
い
る
。
学
位
論
文
は
世
親
に
関
す
る
研
究
の
よ
う
で
あ
る
が
、

そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
《
《
ぐ
閉
口
ｇ
且
冒
・
の
悶
肖
日
Ｐ
‐

巴
ロ
・
画
時
℃
Ｈ
四
戸
魚
Ｈ
四
口
ゆ
ぃ
口
全
げ
ぽ
①
も
Ｈ
○
ず
后
国
営
○
時
守
声
①
昏
侭
曰
①
牌
門
口
①
。
岸
秒
‐

陣
○
口
の
》
》
（
吋
嵩
建
○
の
○
℃
岸
昌
画
色
昇
降
式
行
胃
、
〆
〆
目
ｌ
興
邑
『
巴
と
へ
《
目
ぽ
①

旨
①
。
洋
四
陣
○
口
己
目
ロ
①
Ｈ
い
も
罰
呉
庁
匪
の
冨
四
Ｑ
丘
望
閏
洋
ゆ
く
ぎ
ぽ
四
ｍ
四
ウ
ザ
勵
切
封
四
》
〕

（
富
．
閉
園
ぐ
○
詐
四
の
ｇ
、
旨
秒
面
倒
目
回
国
四
国
ロ
ロ
・
ぽ
豚
苛
冒
の
。
拝
い
陣
○
口
亜
目
旨
①
○
片
田

Ｌ

四
目
勺
３
ｏ
陸
。
の
、
邑
認
．
国
ｏ
ｐ
Ｏ
旨
冒
）
の
二
篇
の
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

世
親
は
仏
教
思
想
史
の
中
で
枢
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
彼
の
著
作
に
関
す
る
翻
訳
や
研
究
は
数
多
い
。
こ
こ
に
著
者
が
取
上
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げ
て
い
る
七
つ
の
著
作
も
す
、
へ
て
何
ら
か
の
形
で
現
代
語
に
翻
訳
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
敢
え
て
新
た
な
翻
訳
を
発
表
す
る
こ
と

の
意
義
を
、
著
者
は
は
し
が
き
や
序
論
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

１
世
親
は
最
も
著
名
な
者
の
一
人
で
あ
る
が
本
当
の
意
味
で
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
彼
は
い
つ
も
過
度
に
図
式
的
で
多
分
誤
っ
た

方
法
で
紹
介
さ
れ
、
彼
の
多
方
面
に
亘
っ
た
天
分
は
正
当
に
取
扱
わ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
彼
の
著
作
は
現
代
に
も
非
常
に
関
係
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、

彼
の
数
多
い
著
作
の
中
で
現
代
語
へ
の
翻
訳
は
今
の
と
こ
ろ
二
・
三
の
も

の
が
仏
訳
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
英
訳
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い

ｌ
こ
れ
に
加
え
て
、
著
者
は
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
ド
哲
学
関
係
の
翻
訳

の
仕
方
を
批
判
す
る
。
イ
ン
ド
哲
学
関
係
の
翻
訳
は
訳
語
の
後
に
（
）
に

よ
っ
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
語
を
挿
入
す
る
場
合
が
通
例
化
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
原
典
が
本
来
有
し
て
い
る
自
由
な
流
れ
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る

と
し
、
そ
の
た
め
著
者
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
者
た
ち
の
著
作
の
翻
訳

と
同
様
に
、
（
）
に
よ
る
原
語
の
挿
入
を
止
め
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

そ
の
代
り
に
著
者
は
巻
末
に
ｇ
ｏ
、
闇
ｑ
ｐ
且
冒
号
〆
旦
属
昌
目
①
Ｈ
日
の

（
両
ロ
警
普
‐
留
昌
の
胃
詳
‐
目
旨
①
国
目
）
と
衿
弓
①
且
買
と
し
て
現
存
の
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
（
こ
れ
は
著
者
の
依
拠
し
た
刊
本
か
ら
単
に
転
写
し
た

だ
け
の
も
の
）
を
付
け
て
い
る
。
主
要
な
術
語
は
訳
語
か
ら
原
語
が
辿
れ

る
よ
う
に
と
の
配
慮
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
翻
訳
態
度
は
そ
れ
自
体
正

し
く
、
し
か
も
本
書
の
よ
う
に
専
門
外
の
読
者
層
を
も
対
象
と
す
る
場
合

は
必
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
種
の
翻
訳
に
際
し
て
最
も
重
要

な
こ
と
は
術
語
の
的
確
な
訳
出
で
あ
る
。
特
に
仏
教
諭
書
の
よ
う
な
特
殊

な
思
想
圏
に
あ
る
著
作
を
日
常
言
語
に
翻
訳
す
る
場
合
、
訳
出
が
困
難
な

概
念
も
少
く
な
い
。
強
い
て
訳
出
す
る
こ
と
に
よ
り
本
来
の
概
念
の
何
が

し
か
を
切
り
捨
て
た
り
、
逆
に
付
加
し
た
り
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
従
っ

て
、
そ
の
訳
出
は
的
確
な
文
脈
の
把
握
と
共
に
翻
訳
者
自
身
の
仏
教
理
解

力
が
そ
の
ま
ま
反
映
す
る
の
で
あ
る
。
ｇ
ｏ
ｍ
３
ｑ
に
見
ら
れ
る
著
者
の

翻
訳
例
は
そ
の
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の

幾
つ
か
を
示
す
。
目
胃
日
煙
ｌ
①
ご
①
目
の
四
目
の
汀
国
ｌ
８
ｇ
ｇ
屋
且
８
（
の
四
‐

目
の
園
３
１
８
日
目
色
目
＆
の
く
①
具
の
）
・
冒
箇
厨
１
房
目
の
胃
且
》
日
凰
く
ぃ
‐

○
四
国
ｌ
昏
①
Ｈ
①
巴
日
旦
の
目
巳
①
自
侭
①
の
』
胃
ロ
冨
伊
ぐ
ゅ
８
国
ｌ
吾
①

］
日
四
冊
房
協
尉
巴
日
凰
Ｐ

ま
た
、
序
論
に
お
い
て
著
者
は
世
親
に
対
す
る
自
ら
の
基
本
的
理
解
を

表
明
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
本
書
の
基
本
的
な
性
格
を
規
定
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
１
世
親
は
後
代
の
仏
教
思
想
に
多
大

の
影
響
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
は
別
に
し
て
も
、
彼
の
関
心
の
幅
広
さ
や

思
想
の
弾
力
性
、
独
自
性
、
開
放
性
、
深
遠
性
そ
し
て
仏
教
実
践
者
と
し

て
の
方
便
の
巧
み
さ
に
よ
っ
て
読
者
を
魅
了
す
る
。
彼
は
ど
の
点
か
ら
し

て
も
最
も
偉
大
な
哲
学
者
、
人
生
の
苦
悩
の
治
療
者
で
あ
る
ｌ
特
に

後
者
と
し
て
の
理
解
が
本
書
の
表
題
に
附
さ
れ
た
世
親
に
対
す
る
別
称

今
《
目
冨
国
巨
＆
目
黒
弔
暑
目
昌
○
四
○
巴
ご
Ｏ
ｇ
ｏ
Ｈ
・
》
を
示
唆
し
、
著
者
の
世

親
理
解
の
中
核
を
な
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
基
本
的

な
理
解
を
背
景
に
し
て
著
者
は
本
書
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
の
で

あ
る
。
ｌ
こ
れ
ら
七
つ
の
論
害
は
世
親
の
著
作
の
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ

な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
違
っ
た
ト
ピ
ッ
ク
を
扱
っ
た
完
全
な
著
作
で
あ
り
、

少
く
と
も
彼
の
思
想
の
冒
首
○
号
。
陸
○
口
と
し
て
の
役
目
は
果
た
す
で
あ

ろ
う
。
こ
の
翻
訳
の
背
後
に
あ
る
希
望
は
、
苦
悩
す
る
人
倉
に
よ
っ
て
そ
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第
Ⅱ
章
は
世
親
の
生
涯
と
そ
の
年
代
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
世
親
の
年

代
は
古
来
か
ら
問
題
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
特
に
近
年
回

国
Ｐ
ロ
ョ
巴
旨
の
Ｈ
博
士
が
世
親
二
人
説
を
提
唱
し
て
以
来
、
学
界
の
論
争
の

的
と
な
っ
て
い
る
槻
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
次
の
二
点
に
集
約
し
得
る
で

あ
ろ
う
。
一
は
、
世
親
が
二
人
存
在
し
た
の
か
ど
う
か
、
二
は
、
世
親
の

年
代
は
四
世
紀
か
五
世
紀
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二
人
説
を
採
用
す

れ
ば
、
伝
記
資
料
な
ど
か
ら
算
定
さ
れ
る
二
通
り
の
時
代
（
四
世
紀
と
五

世
紀
）
は
説
明
さ
れ
得
る
が
、
世
親
の
も
の
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
諸
著
作

を
異
っ
た
二
人
の
世
親
に
配
当
す
る
と
い
う
新
た
な
問
題
が
生
じ
る
。
旧

の
８
日
洋
目
尻
の
口
教
授
は
世
親
の
幾
つ
か
の
著
作
の
内
容
を
経
量
部
的
思

想
や
そ
の
影
響
の
有
無
や
文
体
な
ど
の
面
か
ら
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

こ
の
問
題
に
立
向
か
い
、
す
で
に
幾
つ
か
の
成
果
を
出
し
て
い
る
。
一
人

説
を
採
用
す
れ
ば
、
こ
の
、
著
作
の
配
当
と
い
う
問
題
は
生
じ
な
い
が
、

彼
の
年
代
を
諸
資
料
に
矛
盾
な
く
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
倶
舎

論
索
引
Ｉ
』
の
序
論
で
展
開
さ
れ
る
立
場
は
こ
れ
を
代
表
す
る
も
の
の
一

つ
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
学
界
の
状
況
の
中
で
、
本
書
も
当
然
の
一
」
と
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
世
親
の
年
代
の
問
題
に
言
及
す
る
。
前
節
に
紹
介
し
た

著
者
の
世
親
に
対
す
る
理
解
か
ら
予
想
さ
れ
る
如
く
、
著
者
は
世
親
一
人

れ
を
除
去
す
る
明
蜥
さ
が
見
出
さ
れ
、
無
慈
悲
で
愚
か
な
古
い
境
界
が
消

え
、
生
き
る
者
が
さ
ら
な
る
調
和
と
至
福
を
見
出
せ
れ
ば
と
い
う
こ
と
で

あ
る
Ｉ

三三

説
の
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
年
代
を
四
世
紀
（
８
．
望
？

＄
ｅ
と
す
る
。
著
者
は
自
ら
の
説
を
、
主
に
ｚ
・
願
凰
（
疹
酎
８
○
ｍ

：
旨
。
ｇ
の
：
ぐ
ゅ
豐
ず
い
ロ
・
ロ
ロ
ゞ
国
両
蜀
固
○
〆
目
ゞ
己
巨
）
と
げ
①
旨
い
昌
声

自
画
鼻
（
ロ
ぐ
ゅ
ぐ
少
○
ぐ
尉
○
丙
冨
少
○
○
宮
鷺
曾
芯
庁
ぐ
鵲
ロ
ヴ
ゅ
ロ
・
ロ
員
》
汁
昌
も
①
‐

ぬ
。
興
耳
）
両
氏
の
所
説
を
利
用
し
な
が
ら
展
開
す
る
。
（
そ
の
場
合
、
特

に
後
者
に
依
存
す
る
度
合
い
が
大
き
い
よ
う
で
あ
る
が
、
筆
者
は
そ
れ
を

参
照
す
る
こ
と
は
か
な
わ
な
い
。
）
同
．
匂
い
屋
君
ゅ
旨
の
儲
博
士
の
世
親
二
人

説
の
主
た
る
根
拠
の
一
つ
は
真
諦
の
『
婆
蔽
築
豆
法
師
伝
』
に
示
さ
れ
る

年
代
の
矛
盾
点
に
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
で
に
ｚ
・
願
凰
と
後
に
旧
の

旨
四
国
ぽ
日
彦
呉
両
氏
に
よ
っ
て
完
全
に
解
決
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
著
者

は
世
親
二
人
説
を
斥
け
る
。
そ
し
て
、
中
国
側
の
資
料
、
す
な
わ
ち
、
鳩

摩
羅
什
（
○
口
．
筐
や
ら
ｓ
が
世
親
の
著
作
を
翻
訳
し
伝
記
を
書
い
た
と
伝

え
ら
れ
る
こ
と
、
慧
遠
命
筐
ｌ
虐
巴
が
世
親
の
『
二
十
論
』
の
偶
を
引

用
し
て
い
る
こ
と
（
著
者
は
Ｆ
①
旨
四
目
目
丘
呉
の
所
説
に
基
づ
い
て
い

る
よ
う
で
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
）
、
世
親
の
兄
缶
の
§
鴨
（
無
若
）
が

関
与
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
琉
伽
論
』
「
菩
薩
地
」
が
四
一
四
’
四
二
一

年
に
漢
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
前
述
の
二
氏
の
説
に
従
っ
て
世

親
の
年
代
を
四
世
紀
に
設
定
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
場

合
問
題
と
な
る
の
は
、
真
諦
の
伝
え
る
世
親
と
グ
プ
タ
王
朝
の
ぐ
時
目
‐

日
目
津
冒
・
国
巴
目
洋
樹
の
二
王
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
王
は
、

こ
れ
ま
で
は
、
斥
印
ロ
ロ
丘
樹
眉
国
司
涛
圖
皀
倒
ａ
ｑ
四
（
ｏ
の
．
畠
中
急
ご
と

〆

ｚ
閏
儲
目
冒
唱
耳
四
ｍ
巴
目
詳
苫
（
８
産
雪
ｌ
ミ
壁
と
考
え
ら
れ
て
き
た

が
、
そ
れ
で
は
世
親
を
四
世
紀
に
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
こ
で
著
者
は
こ
の
問
題
を
次
の
如
く
に
解
決
す
る
。
先
ず
、
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ぐ
倒
日
四
目
四
（
Ｏ
Ｐ
ｇ
ｅ
の
侭
曹
割
巴
ぃ
日
穴
閏
閉
異
国
ぐ
甘
武
に
お
け
る
言

及
を
手
が
か
り
に
し
て
、
世
親
の
弟
子
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
切
巴
中

日
ｑ
伊
王
と
は
ｏ
ｐ
且
国
唱
甘
四
目
（
８
函
計
‐
筐
巴
の
嫡
子
⑦
９
言
‐

目
唱
耳
四
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
９
且
Ｈ
樹
息
国
冒
が
く
房
日
日
中

日
ｑ
四
（
勇
気
の
太
陽
）
と
呼
ば
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
彼
の
息
子
た

ち
の
中
に
国
巴
目
詳
蔚
（
若
い
太
陽
）
と
呼
ば
れ
た
者
は
い
な
い
が
、
Ｆ
①

旨
四
目
ロ
目
冒
計
が
言
う
如
く
、
こ
の
呼
び
方
は
王
子
た
ち
に
対
し
て
用
い

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
真
諦
は
世
親
の
生
存
中
に
弟
子
た
る

国
巴
目
詳
冒
が
王
位
に
就
い
た
と
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
世
親
が
八
十
歳

で
亡
く
な
っ
た
こ
と
や
鳩
摩
羅
什
と
の
関
わ
り
を
考
慮
し
た
場
合
、
ｏ
勲
ロ
ー

日
晶
眉
冨
目
の
死
後
に
ま
で
世
親
の
生
存
時
を
ず
ら
す
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。
そ
こ
で
著
者
は
、
こ
の
真
諦
の
伝
承
は
。
四
目
Ｈ
侭
５
日
目
の

在
位
中
に
行
な
わ
れ
た
《
息
巨
ぐ
胃
且
四
（
若
い
王
）
、
、
の
位
に
就
い
た
こ
と

を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
グ
プ
タ
王
朝
で
は
、
王
子
た
ち

は
十
六
歳
に
達
す
る
と
《
“
曙
匡
ぐ
閏
且
囚
こ
と
な
っ
て
父
王
在
位
時
に
王
道

学
を
実
習
す
る
こ
と
が
悩
し
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
真

諦
の
伝
え
る
事
件
は
⑦
○
ぐ
白
目
唱
耳
四
が
十
六
歳
の
時
、
す
な
わ
ち
三
九

一
年
頃
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
先
に
紹
介
し
た
『
倶
舎
論
索
引
Ｉ
」
の
序
論
の
立
場

は
同
じ
世
親
一
人
説
に
立
ち
な
が
ら
も
本
書
と
は
逆
に
、
グ
プ
タ
王
朝
の

二
王
は
ｍ
丙
凹
ロ
ロ
旨
侭
君
国
と
ｚ
胃
開
目
曰
措
眉
冨
で
あ
り
、
目
唱
摺
四

（
陳
那
。
④
．
岳
？
農
ｅ
と
の
時
代
的
親
近
性
を
も
考
慮
し
て
、
世
親
の

年
代
を
五
世
紀
（
・
轡
ら
？
臨
ｅ
と
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
基
づ
い
て
鳩

摩
羅
什
や
「
菩
薩
地
』
な
ど
に
関
す
る
も
う
一
方
の
資
料
を
再
検
討
す
る

最
後
に
本
書
の
中
心
部
分
を
な
す
翻
訳
に
目
を
向
け
よ
う
。
た
だ
こ
こ

で
は
紙
帆
の
関
係
で
「
五
湘
諭
』
と
『
成
業
論
』
の
み
に
関
説
す
る
こ
と

に
し
、
他
の
五
つ
は
割
愛
し
た
い
。

○
句
い
口
○
四
印
屏
ｐ
ｐ
ｑ
ぽ
ゅ
も
Ｈ
ゅ
丙
Ｐ
Ｈ
口
口
い
（
少
ロ
坊
○
厘
い
巴
ｏ
ｐ
ｇ
什
旨
①
甸
可
①

酔
朋
同
凋
目
①
の
》
『
五
瀬
論
』
）

こ
の
論
害
に
対
す
る
旨
茸
ｏ
８
ｏ
陣
○
口
に
お
い
て
、
著
者
は
『
五
悪
論
』

に
見
ら
れ
る
ア
ビ
ダ
ル
マ
的
分
析
、
特
に
心
所
法
の
分
析
や
内
容
規
定
を

仏
教
心
理
論
と
把
え
、
そ
れ
ら
を
現
代
の
西
洋
心
理
学
と
比
較
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
著
者
は
、
仏
教
心
理
論
の
最
大
の
関
心
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
ど

の
心
理
的
瞬
間
が
《
《
匡
号
①
ロ
呂
日
巴
（
鳥
ロ
曾
置
）
こ
、
す
な
わ
ち
後
に
苦

を
生
む
も
の
で
あ
り
、
《
《
胃
口
の
胃
巨
（
百
＄
伝
）
こ
、
す
な
わ
ち
苦
の
止
滅

を
生
む
も
の
で
あ
り
、
《
《
冒
号
３
時
目
冒
胃
の
（
四
ぐ
乱
属
国
）
》
』
す
な
わ
ち
そ

の
ど
ち
ら
で
も
な
い
も
の
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
と
述
争
へ
る
。

そ
し
て
著
者
は
こ
の
農
鼠
巴
煙
な
ど
の
解
釈
に
相
当
な
自
負
を
示
し
て
い

る
。
こ
れ
は
従
来
の
《
《
ｇ
今
箒
ゞ
《
《
唱
且
》
》
な
ど
と
解
釈
す
る
の
と
比
較

の
で
あ
る
。
筆
者
に
は
、
現
時
で
は
、
世
親
の
二
人
説
も
含
め
て
、
彼
の

年
代
の
問
題
を
決
着
し
得
る
ほ
ど
の
決
め
手
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
最
終
的
な
決
着
は
、
現
在
の
学
界
で
も
関
心
の
的
と
な
っ
て
い

る
「
琉
伽
論
』
の
成
立
問
題
や
５
．
の
目
目
昏
少
扁
の
ロ
教
授
が
先
鞭
を
つ

け
た
世
親
の
著
作
の
詳
細
な
分
析
（
こ
れ
は
世
親
一
人
説
の
立
場
で
も
確

認
し
て
お
く
ぺ
き
事
項
で
あ
ろ
う
）
な
ど
の
行
く
末
を
俟
つ
他
は
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

三
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し
て
よ
り
明
確
な
解
釈
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
切
の
善
を
苦
の
止

滅
を
生
む
も
の
、
或
い
は
善
業
を
苦
の
断
滅
に
資
す
る
果
報
を
有
す
る
も

の
ｅ
『
］
雪
》
口
。
蔚
弓
四
）
と
の
み
解
釈
す
る
こ
と
は
充
分
で
は
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
ア
ピ
ダ
ル
マ
に
お
い
て
有
漏
善
を
そ
の
よ
う
に
の
み
解

釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
著
者
は
、
こ
の
『
五
緬

論
』
は
世
親
の
大
乗
転
向
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
と
し
て

の
体
系
は
旨
②
宮
散
の
四
百
（
化
地
部
）
の
そ
れ
と
最
も
近
似
し
て
い
る
、

こ
れ
は
『
五
緬
論
』
が
無
着
（
彼
は
最
初
化
地
部
で
学
ん
だ
と
さ
れ
て
い

る
）
の
『
阿
毘
達
磨
集
論
』
の
該
当
部
分
を
作
り
直
し
て
で
き
た
こ
と
に

よ
る
、
と
述
ゞ
へ
る
。
確
か
に
『
五
瀧
論
』
は
世
親
の
大
乗
転
向
後
の
著
作

で
あ
ろ
う
が
、
著
者
が
そ
の
理
山
の
一
つ
と
し
て
、
論
の
初
め
に
文
殊
菩

薩
へ
の
帰
敬
辞
が
存
す
る
こ
と
を
挙
げ
る
の
は
適
当
で
な
い
。
こ
の
帰
敬

辞
は
著
者
世
親
の
こ
と
ば
で
は
な
く
、
チ
尋
ヘ
ッ
ト
訳
者
の
挿
入
し
た
も
の

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
『
五
覗
論
』
と
『
阿
毘
達
磨
集
論
」
と
の

近
似
性
は
明
白
で
あ
る
が
、
両
論
書
の
厳
密
な
関
係
性
や
、
さ
ら
に
は
化

地
部
と
の
関
係
は
即
断
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
さ
ら
に

厳
密
な
比
較
研
究
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

こ
の
翻
訳
は
チ
尋
ヘ
ッ
ト
訳
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
も
北
京

版
の
み
で
、
デ
ル
ゲ
版
な
ど
他
版
は
参
照
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
漢
訳
（
玄
跿
訳
『
大
乗
五
緬
論
』
大
正
Ｍ
一
六
一
二
）
や
註
釈

（
陣
巨
Ｈ
①
冒
四
芦
○
目
四
目
：
ぱ
い
』
押
普
ご
号
伊
ロ
凸
面
口
の
三
人
の
も
の
が
チ

、
ヘ
ッ
ト
訳
に
、
そ
し
て
「
大
乗
広
五
説
諭
』
が
漢
訳
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
）

も
参
照
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
資
料
は
現
在
の
状
況
で

は
さ
ほ
ど
入
手
因
難
と
い
う
訳
で
は
な
い
の
で
、
い
や
し
く
も
翻
訳
を
世

に
問
う
つ
も
り
な
ら
ば
、
も
う
少
し
テ
キ
ス
ト
批
判
の
精
神
が
必
要
で
は

な
か
ろ
う
か
。
ま
し
て
「
五
覗
論
』
の
如
き
非
常
に
簡
潔
な
表
現
の
諭
書

は
他
訳
や
註
釈
を
参
照
し
て
読
む
筆
へ
き
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
し
な
け
れ
ば

理
解
が
困
難
な
部
分
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
残
念
な
こ
と
に
こ
の

翻
訳
は
そ
う
し
た
こ
と
を
実
証
す
る
一
つ
の
例
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
幾

つ
か
を
指
摘
し
て
み
よ
う
。
四
大
所
造
色
を
列
挙
す
る
中
で
。
《
円
凋
ご
餌

宮
も
ご
○
鴨
唱
拭
（
所
触
の
一
部
）
ゞ
、
す
な
わ
ち
所
触
の
中
で
四
大
種
を
除

い
た
も
の
を
《
、
①
ぐ
①
昌
昏
冒
函
夢
呉
ｏ
ｇ
Ｆ
２
房
画
目
＆
ロ
ロ
：
Ｈ
苗
。
‐

臣
①
の
①
ロ
３
陣
○
口
の
こ
念
．
爵
）
と
理
解
し
た
た
め
、
そ
の
後
の
「
所
触
の

一
部
」
の
説
明
の
所
で
も
《
５
ｇ
ｇ
ｇ
目
①
ロ
９
日
ゆ
日
の
冨
冒
、
牌
①

（
四
大
種
を
除
く
、
す
な
わ
ち
…
）
、
、
を
、
《
目
①
咽
の
胃
巴
の
目
の
口
厨
房
①
日
‐

の
①
き
①
印
・
…
》
、
と
し
て
、
本
来
の
意
味
と
逆
に
四
大
種
そ
の
も
の
を
含
め
て

し
ま
う
と
い
う
さ
ら
な
る
誤
り
を
犯
し
て
い
る
。
慧
（
冒
旦
目
）
な
る
心

所
の
定
義
の
中
、
《
《
Ｈ
蒟
圃
８
口
Ｈ
揖
息
自
画
署
口
悪
の
房
ご
＆
恩

・
自
照
９
回
忌
官
或
如
理
所
引
或
不
如
理
所
引
或
倶
非
所
引
（
〔
そ

れ
は
〕
如
理
と
非
如
理
に
よ
っ
て
生
じ
る
の
と
〔
そ
れ
ら
二
つ
と
は
〕
別

な
も
の
と
で
あ
る
）
こ
は
慧
の
生
じ
方
が
三
種
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
文
章

で
あ
る
が
、
著
者
は
《
《
〔
厚
〕
勝
２
９
の
Ｈ
ｐ
目
の
Ｈ
ｍ
３
且
旨
い
昏
胃
割
巨
目

ぼ
ゆ
印
凹
凰
、
①
ロ
酢
○
口
〕
ロ
○
庁
ぽ
①
ぐ
①
ロ
ロ
ロ
の
尉
牌
Ｏ
Ｏ
Ｑ
ｏ
壗
寸
ぽ
ぃ
姉
君
彦
ぢ
ぽ
騎

呂
篇
Ｈ
①
弓
時
。
日
昏
①
の
①
茸
者
。
』
』
と
訳
し
、
慧
自
身
が
三
種
で
あ
る
と
誤

解
し
て
い
る
。
七
種
の
慢
の
中
、
慢
の
定
義
《
《
呂
目
目
９
ｍ
ｇ
侭
目
①

ｇ
富
国
ロ
耳
呂
目
の
層
８
口
ご
昇
呂
目
の
の
○
ｍ
ｇ
目
合
於
劣
計
己
勝

或
於
等
計
己
等
（
劣
者
よ
り
私
は
勝
れ
て
い
る
或
い
は
等
者
と
同
等
で
あ

る
と
考
え
て
…
）
・
》
を
《
《
苫
Ｈ
ｏ
ｐ
響
関
口
巴
冒
①
閉
』
２
９
日
自
口
日
唱
①
い
‐

ハハ
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討
尉
、
。
Ｈ
白
煙
日
８
冒
巴
》
）
》
と
し
、
過
慢
や
増
上
慢
の
個
所
も
同
様
に

不
充
分
な
訳
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
邪
見
の
定
義
の
中
、
《
《
局
閏
口
冨
日

固
胃
尉
ヴ
屋
ぱ
四
日
ヴ
『
＆
も
色
置
鳥
貝
ず
ゅ
伝
烏
房
己
四
口
四
回
目
＆
も
四
宮

§
○
印
冒
置
匡
臆
胎
膨
旧
冷
め
Ｈ
号
３
回
目
○
口
の
恩
８
口
、
自
営
ロ

冨
官
謂
或
誘
因
或
復
誇
果
或
誘
作
用
或
壊
善
事
染
汚
慧
為
性
（
因
や
果
や

作
用
を
誹
誘
し
、
実
在
す
る
事
物
を
破
壊
す
る
染
汚
な
る
慧
で
あ
る
）
、
、
を

《
《
日
毎
２
日
①
四
口
目
四
囲
旨
蔚
Ｑ
言
烏
日
①
具
の
き
ぽ
ｏ
ロ
旨
ぐ
○
牙
①
貯
胃
８
１

司
四
己
昏
の
巴
①
日
①
国
威
ｇ
の
酋
昇
①
ロ
ｏ
①
．
Ｐ
ロ
ロ
ョ
匡
○
ぽ
。
色
黒
⑳
名
の
愚
５
口

○
口
苔
①
①
段
○
四
旦
具
８
房
の
⑳
口
。
①
顕
①
ｇ
》
）
と
訳
し
て
い
る
。
こ
れ
は

北
京
版
の
み
を
底
本
と
し
た
た
め
、
、
、
：
．
且
嘱
冨
宮
・
・
・
（
８
Ｆ
目
）
》
．
と

思
い
、
デ
ル
ゲ
版
《
、
…
且
缶
忌
営
・
：
（
ざ
烏
昇
Ｈ
ｏ
ご
“
》
や
漢
訳
「
壊
」
を

参
照
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
本
書
の
翻
訳
に
関
す

る
問
題
点
の
一
部
を
指
摘
し
た
。

○
属
目
日
尉
拭
口
匡
冒
凹
炭
肖
包
恒
④
（
傍
己
尉
○
房
隣
○
口
ざ
Ｈ
昏
①
ロ
①
目
○
口
‐

昇
国
陣
○
口
且
Ｐ
Ｃ
茸
。
ｐ
ゞ
「
成
業
論
』
）

『
成
業
論
』
は
ア
ー
ラ
ャ
識
が
説
か
れ
、
大
乗
経
典
の
『
解
深
密
経
』

が
所
依
の
経
典
と
し
て
引
用
さ
れ
、
そ
し
て
一
切
の
有
情
に
自
ら
の
福
徳

を
廻
向
す
る
と
い
う
論
末
偶
が
非
常
に
大
乗
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
著
者

は
本
論
書
が
小
乗
の
も
の
で
は
な
い
と
断
言
す
る
。
ス
マ
テ
ィ
シ
ー
ラ
の

註
釈
に
依
れ
ば
、
こ
の
諭
吉
に
お
け
る
著
者
世
親
の
立
場
は
明
ら
か
に
経

量
部
の
一
派
で
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
聡
伽
行
派
に
依
拠
し
て
理
解
す
べ

き
で
あ
る
と
い
う
微
妙
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
を
山

口
益
博
士
は
「
世
親
は
大
乗
教
と
し
て
の
瑞
伽
唯
識
を
知
り
、
そ
れ
に
よ

っ
て
影
響
さ
れ
な
が
ら
、
ま
だ
大
乗
教
へ
の
転
回
の
機
を
持
っ
て
い
な
か

っ
た
」
（
『
世
親
の
成
業
論
』
固
置
）
と
表
現
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
著

者
は
、
世
親
の
真
の
立
場
は
聡
伽
行
派
で
あ
る
が
、
こ
の
論
書
は
小
乗
教

徒
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
業
論
の

不
備
を
補
う
こ
と
に
よ
っ
て
毘
婆
沙
師
た
ち
に
職
伽
行
派
の
理
論
と
関
わ

り
を
持
た
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
、
そ
の
際
、
シ
ョ
ッ
ク
を
和
ら
げ
る

た
め
に
故
意
に
職
伽
行
派
の
名
を
出
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
、
と
述
べ
て

い
る
。
い
ず
れ
の
解
釈
が
正
し
い
か
即
断
で
き
な
い
が
、
『
成
業
論
』
全

体
を
通
し
て
顕
わ
れ
た
立
場
は
次
の
如
く
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

世
親
は
単
層
的
な
心
相
続
説
に
立
つ
経
量
部
の
弱
点
を
異
熟
識
（
ア
ー
ラ

ャ
識
）
説
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
克
服
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
異
熟
識
の
導
入
は
従
来
の
経
量
部
説
を
越
え
る
こ
と
に
な
る

が
、
彼
は
そ
の
影
響
を
最
少
限
に
留
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
世
親
は
経

量
部
の
立
場
を
可
能
な
限
り
守
り
な
が
ら
、
異
熟
識
説
を
展
開
す
る
の
で

あ
る
。翻
訳
は
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
訳
北
京
版
を
底
本
と
し
、
漢
訳
（
玄
英
訳
）
と
ス
マ

テ
ィ
シ
ー
ラ
の
註
釈
を
参
照
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
デ
ル
ゲ
版
な

ど
と
の
校
合
は
し
て
い
な
い
よ
う
で
、
そ
の
た
め
に
余
計
な
誤
り
を
犯
し

＊

て
い
る
念
．
弱
ゞ
曼
忌
ｌ
貝
や
旨
躁
』
．
ｅ
・
先
の
『
五
緬
論
』
の
翻

訳
と
比
べ
る
と
幾
分
良
い
が
、
不
満
足
な
点
も
多
い
。
紙
幅
の
関
係
で
一

々
指
摘
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
気
付
い
た
点
を
幾
つ
か
挙
げ
て
お
く
。

「
成
業
論
』
は
対
論
者
と
世
親
の
問
答
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
著
者
は
そ

れ
を
明
瞭
に
す
る
た
め
に
話
者
を
設
定
し
て
い
る
。
こ
の
試
み
は
良
い
が
、

幾
つ
か
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
普
巨
ｑ
８
当
時
色
↓
ぐ
閉
号
‐

ゅ
ロ
Ｑ
ｐ
ｐ
Ｓ
．
ｇ
戸
偉
ｇ
１
日
）
》
ぐ
ゅ
ぎ
ぱ
閉
涛
四
↓
ぐ
闇
屋
ｇ
己
ロ
ロ
巨
令
．
』
畠
、
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一
．
閏
）
』
の
Ｐ
具
団
員
房
色
ｌ
寺
ぐ
儲
巨
ず
ゅ
ロ
ロ
ロ
ロ
念
．
己
穿
震
や
息
）
。
ま
た
、

訳
文
の
脱
落
と
思
え
る
所
も
あ
る
令
肖
ｇ
息
．
瞳
）
。
《
《
君
国
目
日
四
ぐ
］
‐

附
秘
（
特
殊
な
変
化
）
、
】
は
「
成
業
論
』
の
中
で
重
要
な
概
念
で
あ
る
が
、

著
者
は
そ
れ
を
《
《
四
名
の
○
巨
茸
砂
口
風
○
日
〕
四
は
○
口
・
》
ｅ
皇
国
皇
．
己
）

Ｌ
」
畠
、
己
の
○
〕
ｐ
岸
○
ぽ
ゆ
討
画
○
命
①
己
の
陣
Ｏ
写
ご
ぽ
旨
彦
口
冒
。
①
Ｈ
ｍ
Ｏ
①
、
汁
禺
Ｐ
ｐ
匙
○
片
域
国
妙
武
○
口
）
》

念
吟
忌
菖
．
届
）
と
二
通
り
に
訳
出
し
て
い
る
。
本
来
、
こ
の
術
語
は
相

続
に
お
い
て
次
の
瞬
間
に
結
果
が
生
じ
る
よ
う
な
そ
の
変
化
に
関
し
た
も

の
で
、
《
《
‐
ぐ
豚
①
忠
（
特
殊
）
》
》
と
い
う
概
念
は
「
結
果
の
生
起
」
を
意
趣
し

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
著
者
の
後
者
の
訳
文
で
は
《
《
名
①
。
区
こ
の
意
味

す
る
内
容
が
別
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
著
者
は
内
容
を
判
り

易
く
す
る
た
め
構
文
を
変
え
て
訳
出
し
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、
原
文
か

ら
明
ら
か
に
逸
脱
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
（
や
］
ｇ
）
震
岸
少
舅
瞳
－

画
卸
翼
．
い
の
Ｉ
唖
胃
】
屯
．
』
Ｃ
函
〉
二
・
い
つ
ｌ
い
い
富
．
い
つ
ｌ
吟
Ｐ
も
，
骨
昌
］
』
『
』
。
』
ｌ
蝉
冠
、

』
］
鼻
冨
．
吟
ｌ
Ｐ
も
．
房
昌
、
富
。
い
む
ｌ
』
Ｐ
）
○

本
書
は
、
．
先
に
紹
介
し
た
著
者
自
身
の
意
図
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

純
然
た
る
学
術
的
な
翻
訳
研
究
の
吾
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
本
書
の
翻
訳

自
体
に
対
し
て
充
分
な
厳
密
さ
を
求
め
る
こ
と
は
著
者
の
意
に
沿
う
も
の

で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
本
書
に
於
い
て
著
者
が
一
つ
の
明
確
な
視
点

Ｉ
そ
れ
は
筆
者
に
も
是
認
し
得
る
も
の
で
あ
る
ｌ
に
よ
っ
て
多
様
な

世
親
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
に
し
て
も
、

本
書
が
著
者
の
意
図
す
る
こ
と
を
充
分
に
果
た
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い

の
で
あ
る
。

（
冨
呉
湾
巴
国
抄
ご
胃
の
昼
四
ｍ
ｍ
』
ロ
巴
巨
、
巳
震
》
届
×
圏
．
胃
目
、
〆
＋
お
画
も
凋
①
め
、
宛
、
．

』
四
つ
）

＊
つ
い
最
近
、
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
訳
四
版
を
校
合
し
、
し
か
も
『
倶
舎
論
』
と

『
縁
起
経
釈
』
と
の
意
Ｈ
畠
巴
部
分
を
附
し
た
非
常
に
便
利
な
テ
キ

ス
ト
が
出
版
さ
れ
た
の
で
紹
介
し
て
お
く
。

室
寺
義
仁
『
成
業
論
』
チ
。
ヘ
ッ
ト
訳
校
訂
本
、
京
都
、
一
九
八
五
年
。
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